
 

平成１９年度当初予算 施策別概要 

 
 

                   42201 環境林整備の推進      （環境森林部） 

                   42202  生産林整備の推進       （環境森林部） 

  （主担当部：環境森林部）     42203  森林づくりへの県民参画の推進（環境森林部） 

              42204  森林文化および森林環境教育の振興 

                                     （環境森林部） 

 

＜施策の目的＞ 

 （対象）県民が 

 （意図）森林の公益的機能を享受している 

 

＜施策の数値目標＞ 

目標値 ８，０００ｈａ 施策目標 

項  目 

（主指標） 

間伐実施面積 
現状値 ６，０４３ｈａ（2005 年度） 

 ※ 補助事業や自力など全ての実施形態を含め県内の民有林で行われる年間の間伐実施面積（環

境森林部森林保全室調べ） 

 
＜現状と課題＞ 
・ 森林は、おいしい水やきれいな空気など私たちの生活にとってかけがえのない多くの恩恵を

もたらしています。これまで三重県の森林は、林業生産活動による「木を植え、育て、収穫し、

また植える」緑の循環を通して守り育てられてきましたが、木材価格の低下や需要の減少等に

より林業生産活動が停滞し、手入れ不足から森林の荒廃や公益的機能の低下が懸念されていま

す。 

・ 森林の恩恵は広く県民に享受されていることから、今後の森林づくりにおいては、多様な主

体の「木を使う」「森林を守る」などの森林づくりにつながる具体的な行動を広めるとともに

林業経営を通した森林の保全を進めるなど、社会全体で森林づくりを支えるしくみづくりが課

題となっています。 

 

＜平成１９年度の取組方向＞ 

① 環境林については、間伐による針広混交林への誘導などにより森林の持つ公益的機能が継続

的に発揮される森林づくりを進め、また生産林については、林業生産活動を通して森林の公益

的機能の発揮をはかるため、高齢級の森林での間伐促進など適切な森林管理を進めます。 

② 県民の皆さんの森林に対する理解や自主的な森林づくりへの参画意識の醸成をはかるため、

森林環境について理解していただく場を提供し、「森林は大切」という意識を「森林を守る」

という具体的な行動に結びつけるとともに、地域内の連携や地域間の交流を活性化し、多様な

主体による森林づくりを進めます。   

目標値 １５，０００人 県の取組 

目標項目 

（副指標） 

森林づくり参加者数 
現状値 １０，３００人（2005 年度） 

４２２ 森林の持つ公益的機能の

発揮 



 

 

＜主な事業＞ 
① （重）森林環境創造事業【基本事業名：42201 環境林整備の推進】 
  当初予算額：⑱ ４０４，４２３千円 → ⑲ ３９２，５５４千円 
  事業概要： 環境林に区分された森林のうち、所有者から２０年間管理委託を受けた森林を

公共財として位置づけ、森林の公益的機能が持続的に発揮されるよう、間伐など

により針葉樹と広葉樹の混交林への誘導を行うなど多様な森林づくりを行いま

す。 

 
②（新）（重）環境林整備治山事業【基本事業名：42201 環境林整備の推進】 
  当初予算額：⑱  － 千円 → ⑲ ２６４，０００千円 
  事業概要： 居住地などの上流部に位置する環境林内の保安林等において、災害に強い森林

づくりのための間伐を実施します。 

 
③（重）造林事業【基本事業名：42202 生産林整備の推進】 

  当初予算額：⑱ ３１４，１５５千円 → ⑲ ３８４，９６４千円 
  事業概要： 森林の公益的機能の高度発揮をはかるため、植栽、下刈、間伐等の森林整備を

促進します。 

 
④（新）（重）高齢林整備間伐促進事業【基本事業名：42202 生産林整備の推進】 
  当初予算額：⑱  － 千円 → ⑲ １２７，０００千円 

  事業概要： 植栽から伐採までの育成期間の長期化に対応して森林を健全に育成するため、

生産林において、高齢級（３６年生以上）の森林の間伐を促進します。 

 
⑤（新）（重）森林環境教育推進事業【42204 森林文化および森林環境教育の振興】 
  当初予算額：⑱  － 千円 → ⑲ ８，１５４千円 
  事業概要： 森林環境教育の指導者を育成するため、研修会を実施します。また、県内各地

で県民を対象とした「森林活動体験教室」を開催するとともに、森林環境教育に

協力いただける私有林や学校林を「教育の森」として設定し、「教育の森」を活

用した児童、生徒への森林環境教育を進めます。 

 
⑥（新）（重）「三重の森林文化」振興事業【42204 森林文化および森林環境教育の振興】 
  当初予算額：⑱  － 千円 → ⑲ ９，０２９千円 
  事業概要： 森や木の文化・伝統を継承するため、優れた知識、技能を登録し、DVD 等を作

成して、県民に情報提供するとともに、「木づかい作品アイデアコンテスト」の

開催や「木づかいサポーター（仮称）」の登録を行って、生活の中で木の利用を

進めます。また、山村への定住を促進するため、林業作業体験等の森林講座など

を実施します。 

 
⑦（重）多様な主体による森林づくり事業【42203 森林づくりへの県民参画の推進】 
  当初予算額：⑱ ５，８１５千円 → ⑲ ３，９８５千円 
  事業概要： 森林環境に関心を寄せる企業による「企業の森」づくりや、ボランティアによ

る｢ボランティアの森｣づくりを促進するため、森林所有者との仲介や技術サポー



 

トをします。また、流域を単位とし、流域の住民、自治体、企業、NPO 等と協働

し、流域の森林を考える場をつくります。 

 

【参考：間伐対策への取組について】 

間伐にかかる予算額 計：  ⑱   １，３５５百万円 → ⑲   １，６３７百万円  

間伐面積      計：  ⑱    ７，０００ｈａ → ⑲    ７，６００ｈａ 


